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宮
中
顧
問
官
長
崎
省
吾
が
語
る
明
治
天
皇

―
昭
和
二
年
一
〇
月
一
一
日
実
施
の
談
話
聴
取
か
ら
―

堀

口
　

修

は
じ
め
に

　

明
治
と
い
う
時
代
を
語
る
時
、
明
治
天
皇
の
存
在
を
抜
き
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
存
在
は
、
圧
倒
的
な
迫
力
で
我
々
日
本
人

に
迫
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
天
皇
の
為
人
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
と
意
外
と
難
し

い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
確
か
に
天
皇
崩
御
後
、
民
間
で
は
明
治
天

皇
の
伝
記
な
ど
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
関
係
者
が

い
ろ
い
ろ
と
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
恐
れ
多
い
と
し
て
、
天
皇
の
為
人
を
語
っ
て
い
て
も
ど

う
し
て
も
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は｢

明
治
天
皇
紀｣

を
編
修
し
て
い
た
宮
内
省
臨

時
帝
室
編
修
局
が
、
編
修
上
の
必
要
性
か
ら
数
多
く
の
側
近
者
に
談

話
聴
取
し
た
時
の
史
料
を
用
い
て
、
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
明
治

天
皇
の
実
像
に
迫
っ
て
み
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
談
話
聴
取
史
料
の
中
か
ら
、
特
に

昭
和
二
年
一
〇
月
一
一
日
に
な
さ
れ
た
長
崎
省
吾
へ
の
談
話
聴
取
を

手
掛
か
り
に
し
て
、
彼
が
語
る
明
治
天
皇
の
姿
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

勿
論
の
こ
と
長
崎
の
談
話
は
、「
明
治
天
皇
紀
」
の
編
修
に
お
い
て

引
用
さ
れ
、
当
該
記
事
に
厚
み
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

引
用
の
仕
方
は
当
該
記
事
の
編
修
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
な
さ
れ
て
お

り
、
彼
の
談
話
の
意
図
が
す
べ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
彼
の
談
話
を
熟
読
玩
味
し
て
い
る
と
、
編
修
で
は
充
分
生

か
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
非
常
に
興
味
深
い
も
の
も
あ
る
。
長
崎
の

談
話
の
中
に
は
、
歴
史
の
表
舞
台
で
は
語
ら
れ
ず
、
ま
さ
に
歴
史
の

奥
に
隠
さ
れ
た
秘
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
歴
史
理
解
を
深
め
る
重
要

な
情
報
源
な
の
で
、
そ
う
し
た
点
に
意
義
を
見
出
し
て
、
以
下
、
彼

の
話
に
耳
を
傾
け
て
み
た
い
。
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一　

長
崎
省
吾
の
経
歴

　

長
崎
省
吾
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
薩
摩
藩
士
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
長
じ
て
藩
校
造
士
館
に
学
び
、
そ
の
後
、
江
戸
の
昌

平
黌
に
学
ぶ
。
維
新
後
、
渡
米
し
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
を
卒
業
す
る
。

以
後
の
経
歴
を
表
に
す
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
一
二
年
一
二
月

外
務
三
等
書
記
生
に
任
じ
ら
れ
、
外
交
官
と
し
て

在
ロ
ン
ド
ン
日
本
公
使
館
在
勤
を
命
じ
ら
れ
る
。

　
　

一
三
年
一
二
月

帰
国
後
、
依
願
免
本
官
。
同
時
に
宮
内
省
御
用
掛

及
び
兼
式
部
寮
御
用
掛
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
宮
内
官

の
道
を
歩
み
は
じ
め
る
。

　
　

一
七
年
一
〇
月

式
部
官
に
任
じ
ら
れ
る
。

　
　

二
〇
年　

四
月

宮
内
大
臣
秘
書
官
兼
任
。

　
　

二
二
年　

七
月

宮
内
大
臣
秘
書
官
兼
式
部
官
。

　
　

三
〇
年　

九
月

兼
任
調
度
局
長
。

　
　

三
一
年　

九
月

調
度
局
長
に
任
じ
ら
れ
、
ま
た
宮
内
大
臣
秘
書
官

兼
任
と
な
る
。

　
　

四
一
年　

一
月

調
度
頭
に
任
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

六
月

依
願
免
宮
内
大
臣
秘
書
官
。
陞
叙
高
等
官
一
等
。

　
　

四
三
年
一
二
月

兼
任
別
当
。
閑
院
宮
附
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

大
正　

三
年　

六
月

免
式
部
官
・
別
当
。
休
職
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　

五
年　

六
月

休
職
満
期
。
宮
中
顧
問
官
に
任
じ
ら
れ
る
。

昭
和
一
二
年　

二
月

逝
去
。

　

長
崎
は
、
最
初
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
を
買
わ
れ
て
、
外
務
省
、

つ
い
で
宮
内
省
の
式
部
関
係
の
ポ
ス
ト
を
歩
む
。
と
同
時
に
宮
内
大

臣
伊
藤
博
文
の
秘
書
官
な
ど
も
務
め
る
。
明
治
末
年
に
は
別
当
と
し

て
閑
院
宮
附
と
な
る
。
そ
の
後
、
大
正
五
年
か
ら
逝
去
ま
で
宮
中
顧

問
官
を
務
め
る
。
こ
う
し
た
長
崎
の
経
歴
か
ら
し
て
、
彼
は
明
治
天

皇
を
語
る
に
充
分
な
資
格
を
有
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。

　

さ
て
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
一
二
月
、
宮
内
省
に
臨
時
編
修

局
（
後
、
臨
時
帝
室
編
修
局
）
が
設
置
さ
れ
た
。
臨
時
編
修
局
は
、
明

治
天
皇
の
伝
記
で
あ
る
「
明
治
天
皇
紀
」
を
編
修
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
あ
る
。
編
修
局
で
は
明
治
天
皇
に
関
係
す
る

人
物
や
御
側
で
仕
え
た
人
物
か
ら
談
話
聴
取
を
行
い
、
伝
記
編
修
の

参
考
資
料
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
用
い
る
昭
和
二
年
一
〇
月
一
一
日

実
施
の
「
宮
中
顧
問
官
長
崎
省
吾
第
一
回
談
話
速
記

（
（
（

」
も
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
る
。
長
崎
へ
の
談
話
聴
取
は
、
前
後
三
回
行
わ
れ
て
い
る

が
（
（
（

、
ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
一
回
で
す
べ
て
を
検
討
す
る
と
雑

に
な
る
の
で
、
既
述
し
た
よ
う
に
本
稿
で
は
第
一
回
の
も
の
を
用
い

て
長
崎
が
明
治
天
皇
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
か
を
検
討
し
て
み

た
い
。

　

右
に
記
し
た
よ
う
に
第
一
回
の
談
話
聴
取
は
、
昭
和
二
（
一
九
二

七
）
年
一
〇
月
一
一
日
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
聞
き
手
と
し
て

名
前
を
確
認
で
き
る
の
は
臨
時
帝
室
編
修
局
総
裁
金
子
堅
太
郎
。
第

二
回
も
同
じ
く
金
子
で
あ
る
が
、
第
三
回
は
金
子
以
外
に
編
修
官
長

三
上
参
次
、
御
用
掛
本
多
辰
次
郎
、
大
原
重
明
の
名
前
が
み
え
る
。
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し
か
し
、
各
回
の
談
話
聴
取
の
席
に
は
右
の
人
物
以
外
に
も
何
人
か

の
編
修
局
員
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

さ
て
、
第
一
回
の
談
話
聴
取
の
時
、
編
修
局
側
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
聴
取
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
長
崎
が
式

部
官
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
主
に
外
国
の
皇
族
や
要
人
と
の
交
流

に
あ
っ
た
。

二　

長
崎
省
吾
談
話
聴
取
―
そ
の
一
―

　

本
節
で
は
長
崎
が
式
部
職
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
も
兼
て
、
は
じ
め
に
観
菊
会
・
観
桜
会
、
三
大
節
、
つ
い

で
伊
国
皇
族
ジ
ュ
ノ
ア
公
と
新
年
御
拝
、
ハ
ワ
イ
王
と
の
交
流
、
英

国
皇
孫
エ
ド
ワ
ー
ド
親
王
と
ジ
ョ
ー
ジ
親
王
の
来
日
、
前
米
国
大
統

領
グ
ラ
ン
ト
将
軍
の
来
日
と
日
中
問
題
、
米
国
外
交
官
フ
ー
ト
・
英

国
外
交
官
パ
ー
ク
ス
・
独
国
オ
ス
テ
ン
ド
の
活
動
へ
の
評
価
、
皇
室

の
慈
善
事
業
と
井
上
馨
、
明
治
天
皇
と
新
宿
御
苑
に
お
け
る
鴨
猟
・

薩
摩
芋
・
君
臣
水
魚
の
交
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

○
明
治
一
三
年
―
観
菊
会
・
観
桜
会

　

長
崎
と
皇
室
儀
礼
の
問
題
は
、
彼
が
英
国
公
使
館
に
勤
務
し
て
い

た
時
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
崎
に
よ
る
と
、
英
国
公
使
館
勤
務

の
時
、
元
老
院
議
官
と
し
て
井
上
馨
が
英
国
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
、

長
崎
は
、
英
国
公
使
上
野
景
範
か
ら
皇
室
並
び
に
社
会
全
般
に
わ
た

る
研
究
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
、
長
崎
は
研
究
の
成
果
に
つ

い
て
井
上
に
進
言
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、
長
崎
は
観
桜
会
・
観
菊
会
・
三
大
節
の
式
次
第
に
関

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
長
崎
に
よ
る
と
、
観
桜
会
・
観
菊
会
は
普
通

の
御
陪
食
と
は
異
な
っ
て
三
人
称
で
の
御
召
し
と
な
り
、「
聖
上　

皇
后　

両
陛
下
ノ
命
ヲ
奉
シ
」
と
書
き
記
さ
れ
、「
全
ク
英
吉
利
ノ

帝
室
ノ
御
案
内
状

（
（
（

」
に
よ
る
も
の
と
い
う
。
ま
た
園
遊
会
の
よ
う
な

も
の
は
古
来
日
本
に
は
な
く
、
欧
州
で
は
英
国
が
本
と
さ
れ
、
非
常

に
重
要
視
さ
れ
た
た
め
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
の
秋
の
観
菊

会
の
開
催
の
際
に
は
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
は
じ
め
参
議
・
宮
内
卿
が

で
て
き
て
、
設
営
方
法
か
ら
天
皇
の
行
為
に
い
た
る
ま
で
研
究
さ
れ

た
と
い
う

（
（
（

。
そ
し
て
当
初
は
純
粹
に
英
国
風
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

日
本
的
な
部
分
も
形
成
さ
れ
た
と
い
う

（
（
（

。

○
明
治
一
四
年
―
三
大
節

　

明
治
一
四
年
一
月
か
ら
四
方
拝
・
紀
元
節
・
天
長
節
の
三
大
節
に

は
外
国
の
使
臣
を
召
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
使
臣
ら
は
非
常
に
あ
り

が
た
く
思
い
参
内
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
、
長
崎
は
、

こ
こ
だ
け
の
話
と
断
り
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
語
る
。

確
カ
伊
太
利
ノ
公
使
ト
記
憶
シ
テ
居
リ
マ
ス
、
日
本
流
儀
ノ
膳

ガ
出
テ
刺
身
ノ
脇
ニ
醤
油
ガ
附
ケ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、
伊
太
利
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公
使
ハ
醤
油
ガ
葡
萄
酒
ノ
色
ニ
似
テ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
、
全
ク
生

葡
萄
酒
ト
思
ツ
テ
飲
ン
デ
シ
マ
ヒ
マ
シ
タ
、
傍
ニ
居
ツ
タ
他
ノ

公
使
ガ
大
変
ニ
心
配
シ
テ
煩
ラ
ヒ
ハ
セ
ヌ
カ
ト
云
フ
コ
ト
デ
、

御
宴
ヲ
終
リ
マ
ス
ト
、
私
ニ
伊
太
利
ノ
公
使
ガ
斯
ウ
云
フ
コ
ト

ヲ
シ
タ
、
煩
ラ
ウ
カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
何
カ
薬
ハ
ナ
イ
モ
ノ
カ
ト
申

シ
マ
ス
、
私
ハ
驚
キ
マ
シ
テ
伊
太
利
公
使
ニ
ド
ウ
カ
ア
リ
マ
セ

ヌ
カ
ト
聞
キ
マ
ス
ト
、
ド
ウ
モ
ナ
イ
ト
申
シ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
若

シ
御
気
分
ガ
悪
ケ
レ
バ
侍
医
寮
ガ
ア
ル
カ
ラ
御
案
内
申
上
ゲ
マ

ス
ト
言
フ
ト
、
本
人
モ
笑
ツ
テ
、
自
分
ガ
全
ク
不
慣
レ
デ
如
何

ニ
モ
色
ガ
似
テ
居
ル
カ
ラ
葡
萄
酒
ト
鑑
定
シ
タ
、
実
ニ
粗
忽
ナ

コ
ト
ヲ
シ
タ
ト
言
ツ
テ
、
自
分
ノ
粗
忽
ヲ
省
ミ
テ
笑
ツ
テ
居
リ

マ
シ
タ

　

食
文
化
の
違
い
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
が
、
外
国
人
を
招
く

と
こ
う
し
た
点
に
も
注
意
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
典
型
例

の
話
で
あ
る
。
全
く
新
し
い
式
典
導
入
の
難
し
さ
で
あ
ろ
う
。

○
明
治
一
四
年
―
伊
国
皇
族
ジ
ュ
ノ
ア
公
と
新
年
御
拝

　

明
治
一
四
年
一
月
、
新
年
の
御
拝
に
際
し
、
イ
タ
リ
ア
の
皇
族

ジ
ュ
ノ
ア
公
が
赤
坂
仮
皇
居
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
が
、
祝
賀
の
御
詞

が
済
ん
だ
後
、
ジ
ュ
ノ
ア
公
は
、
明
治
天
皇
の
儀
式
を
補
助
す
る
た

め
に
天
皇
の
側
に
侍
立
す
る
と
い
う
。
こ
の
時
長
崎
は
、
天
皇
の
反

応
が
気
が
気
で
な
か
っ
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
彼
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
語
る
。
な
お
、（　

）
内
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
じ
。

只
今
ノ
宮
殿
（
明
治
宮
殿
）
ノ
正
殿
ト
カ
若
ク
ハ
其
他
ノ
御
場

所
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ト
、
比
較
的
ニ
物
ガ
整
頓
シ
テ
居
リ
マ
ス
ガ
、

御
承
知
ノ
通
リ
赤
坂
ノ
仮
皇
居
ハ
元
ノ
紀
州
邸
デ
壁
ハ
紙
ガ
貼

ツ
テ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
御
居
間
ニ
ハ
「
ス
ト
ー
ブ
」
ガ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
外
ハ
何
ノ
御
飾
モ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
、
其

処
デ
外
国
ノ
皇
族
ト
共
ニ
拝
賀
ヲ
御
請
ケ
ニ
ナ
ル　

陛
下
ハ
何

ト
思
召
ス
カ
知
ラ
ン
ト
思
ツ
テ
心
窃
ニ
心
配
シ
テ
イ
居
リ
マ
シ

タ
所
ガ
、
流
石
ニ
明
治
天
皇
ハ
其
御
態
度
ト
言
ヒ
如
何
ニ
モ
御

親
ミ
ヲ
以
テ
対
セ
ラ
レ
テ
、
何
等
此
処
ハ
斯
ウ
ダ
カ
ラ
ド
ウ
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ
御
考
ハ
御
浮
バ
セ
ラ
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、

サ
ウ
シ
テ
左
ガ　

皇
后
陛
下
デ
、
右
ニ
伊
太
利
ノ
皇
族
ガ
御
立

チ
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
勅
任
以
上
ノ
拝
賀
ヲ
御
請
ケ
ニ
ナ

リ
マ
シ
タ
、
今
迄
一
月
ニ
御
出
デ
ニ
ナ
ツ
タ
外
国
皇
族
ハ
ア
リ

マ
セ
ヌ
、
此
御
方
ガ
日
本
開
闢
以
来
初
メ
テ
ヾ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

サ
ウ
シ
テ
又
其
後
モ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
、
ソ
レ
カ
ラ
午
前
ノ
中
ニ

拝
賀
ヲ
御
請
ケ
ニ
ナ
ツ
テ
勅
任
官
ノ
拝
賀
ガ
済
ミ
マ
ス
ル
ト
、

ソ
コ
デ
御
暇
乞
ニ
ナ
ツ
テ
御
帰
リ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ（

（
（

　

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
情
景
は
、
普
通
の
感
覚
で
は
理
解
で
き
な

い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
天
皇
の
左
に
皇
后
、
右
に
ジ
ュ
ノ
ア
公

が
立
つ
中
、
天
皇
は
勅
任
官
以
上
の
拝
賀
を
う
け
た
。
こ
れ
は
、
前

後
に
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
異
例
中
の
異
例
で
あ
っ
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た
。
し
か
し
、
明
治
一
四
年
の
新
年
拝
賀
で
は
こ
う
し
た
こ
と
が
起

き
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
近
代
の
皇
室
儀
礼
が
欧
米
の
皇
（
王
）

室
儀
礼
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
現
実
の
一
端
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
天
皇
は
、
ジ
ュ
ノ
ア
公
が
乗
り
込
み
の
軍

艦
で
の
午
餐
の
申
し
出
を
お
う
け
に
な
り
、
そ
の
軍
艦
に
行
幸
に
な

り
御
会
食
な
さ
れ
た
。
御
食
事
後
、
ジ
ュ
ノ
ア
公
は
、
日
本
語
で
天

皇
の
健
康
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
の
挨
拶
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
明
治
天
皇
は
適
切
に
対
応
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
適
応
能
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

○�

明
治
一
四
年
―
ハ
ワ
イ
王
と
の
交
流
―
東
方
策
・
海
底
電
信
・

カ
ピ
オ
カ
ラ
ニ
ー
―

　

明
治
一
四
年
三
月
、
ハ
ワ
イ
王
カ
ラ
カ
ウ
ア
が
来
日
し

（
（
（

、
浜
離
宮

内
の
延
遼
館
に
宿
泊
し
た
。
表
立
っ
た
会
見
後
、
さ
ら
に
赤
坂
の
仮

皇
居
で
会
見
が
あ
る

（
（
（

。
そ
の
時
、
ハ
ワ
イ
王
か
ら
極
秘
に
明
治
天
皇

に
三
つ
の
献
言
が
な
さ
れ
た
。
第
一
は
、
東
方
連
合
策
で
あ
っ
た
。

只
今
ノ
中
ニ
東
洋
諸
国
ハ
一
致
共
同
ノ
策
ヲ
採
リ
マ
セ
ヌ
ト
、

将
来
如
何
ニ
成
行
ク
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
カ
、
マ
ダ
今
ノ
所
斯

ウ
シ
テ
見
渡
シ
マ
ス
ト
、
支
那
ノ
一
部
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
手
ガ
着

イ
テ
居
リ
マ
セ
ヌ
、
仍
テ
日
本
天
皇
陛
下
ヲ
シ
テ
亜
細
亜
連
合

ノ
盟
主
ト
シ
テ
連
合
ノ
策
ヲ
御
立
テ
遊
バ
ス
ヤ
ウ
ニ
ト
云
フ
コ

ト
ヲ
細
々
ト
御
話
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
、
陛
下
モ
慎
重
ノ
態
度
ヲ
以

テ
御
聴
キ
遊
バ
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、（
中
略
）
二
三
日
経
チ
マ

ス
ト
井
上
（
馨
）
外
務
卿
ガ
来
イ
ト
云
ハ
レ
マ
ス
カ
ラ
伺
ツ
テ

見
マ
ス
ト
、
東
方
連
合
策
ト
云
フ
コ
ト
ハ
事
柄
ニ
於
テ
洵
ニ
御

尤
ナ
次
第
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
、
支
那
ヲ
見
ル
ト
今
李
鴻
章
ガ
居

ル
、
又
其
他
ノ
人
モ
ア
ツ
テ
容
易
ニ
日
本
ガ
盟
主
ト
シ
テ
立
ツ

ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ハ
ド
ウ
カ
ト
思
フ
、
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
暹
羅
ニ

セ
ヨ
印
度
ニ
セ
ヨ
距
離
モ
ア
ル
、
言
葉
モ
違
ヒ
、
風
俗
モ
異
ナ

ル
カ
ラ
サ
ウ
云
フ
コ
ト
ハ
容
易
ナ
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
、
内
閣
デ
モ

篤
ト
詮
議
シ
テ
見
タ
ガ
、
此
問
題
ハ　

陛
下
モ
篤
ト
御
考
慮
遊

バ
ス
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
カ
ラ
、
其
心
持
デ
何
カ
御
話
デ
モ
ア

ツ
タ
ナ
ラ
バ
申
上
ゲ
テ
置
イ
テ
呉
レ

（
（
（

、

　

こ
の
明
治
天
皇
を
ア
ジ
ア
の
盟
主
と
す
る
東
方
連
合
策
は
、
天
皇

も
考
慮
す
る
も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
外
務
卿
井
上
馨
は
そ

の
趣
旨
は
理
解
で
き
て
も
、
中
国
に
は
李
鴻
章
な
ど
が
お
り
日
本
が

盟
主
と
い
う
こ
と
に
は
問
題
も
あ
る
、
ま
た
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
や
イ

ン
ド
は
距
離
が
あ
り
、
言
葉
や
風
俗
が
異
な
る
な
ど
容
易
で
は
な
い

と
の
判
断
が
働
い
た
。

　

第
二
は
、
東
洋
海
底
電
線
の
こ
と
で
、
ハ
ワ
イ
と
日
本
と
の
間
に

敷
設
し
た
い
と
の
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
井
上
は
、

「
国
権
ノ
拡
張
」
に
な
り
、
か
つ
ハ
ワ
イ
王
の
申
し
出
な
の
で
都
合

が
よ
い
の
で
詮
議
す
る
必
要
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
一
〇

年
の
西
南
戦
争
後
の
財
政
困
難
を
踏
ま
え
る
と
難
し
い
と
の
判
断
が
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な
さ
れ
た
。

其
趣
旨
ヲ
銘
々
共
承
ツ
テ
、
只
今
デ
謂
フ
海
上
権
ト
カ
云
フ
コ

ト
ハ
其
頃
ハ
存
ジ
マ
セ
ヌ
ガ
、
併
シ
電
線
ヲ
伸
ベ
ル
コ
ト
ハ
国

権
ノ
拡
張
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
コ
ト
丈
ケ
ハ
考
ヘ
テ
居
リ
マ
シ
タ
カ

ラ
、
布
哇
王
御
自
身
ノ
御
願
デ
ア
レ
バ
此
事
ハ
洵
ニ
都
合
ガ
好

イ
ト
考
ヘ
マ
シ
テ
、
当
時
ノ
井
上
外
務
卿
ニ
モ
申
シ
マ
シ
タ
処
、

篤
ト
詮
議
ス
ル
ト
云
フ
御
話
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、（
中
略
）
ソ
レ

カ
ラ
海
底
電
信
ノ
コ
ト
モ
洵
ニ
国
権
ノ
延
長
デ
ア
ル
カ
ラ
善
イ

事
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
、
之
ニ
付
テ
ハ
亜
米
利
加
人
ノ
某
ガ
先
年

願
出
デ
タ
コ
ト
ガ
ア
ル
、
ソ
レ
ハ
若
シ
充
分
ナ
成
績
ガ
挙
ラ
ヌ

ト
キ
ハ
、
ド
ウ
ゾ
五
分
ノ
利
子
丈
ケ
ヲ
日
本
政
府
デ
補
ツ
テ
呉

レ
ヌ
カ
ト
云
フ
話
モ
ア
ツ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
マ
ダ
ア
ノ
頃
ハ
十
年

ノ
戦
争
後
財
政
困
難
ノ
場
合
デ
ア
ル
カ
ラ
利
子
補
給
ノ
コ
ト
モ

容
易
デ
ナ
イ
ノ
デ
旁
々
断
ツ
タ
次
第
デ
ア
ル
、
サ
ウ
云
フ
行
掛

リ
デ
ア
ル
カ
ラ
今
直
チ
ニ
此
処
デ
海
底
電
信
云
々
ト
云
フ
コ
ト

モ
此
等
ノ
間
ヲ
考
ヘ
ル
ト
ム
ツ
カ
シ
イ
カ
ラ
、
其
心
持
ヲ
以
テ

何
カ
御
話
ガ
ア
ツ
タ
ラ
程
良
ク
、
内
閣
デ
種
々
詮
議
致
シ
テ
居

リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
ド
ウ
モ
ム
ツ
カ
シ
イ
ヤ
ウ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
上
ゲ
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ

タ
（
（（
（

、

　

第
三
は
、
当
時
の
ハ
ワ
イ
王
の
姪
「
カ
ピ
オ
カ
ラ
ニ
ー
」
妃
殿
下

と
山
階
宮
定
麿
王
（
後
の
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
）
と
の
婚
約
問
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
話
は
最
近
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る

が
、
近
代
の
皇
室
制
度
や
皇
族
の
あ
り
方
と
い
う
難
し
い
問
題
と
つ

な
が
る
た
め
に
、
こ
の
段
階
で
は
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

（
（（
（

。

其
頃
山
階
宮
ハ
海
軍
兵
学
校
ニ
在
ラ
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
同
所
ヨ

リ
浜
離
宮
ハ
オ
近
イ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、
ヨ
ク
釣
ヲ
遊

バ
ス
ト
カ
何
カ
ノ
御
相
手
ヲ
遊
バ
サ
レ
タ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、

オ
若
イ
時
分
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
布
哇
王
ガ
毎
日
接
セ
ラ
ル
ヽ

内
ニ
可
愛
イ
ト
云
フ
念
ガ
増
サ
レ
マ
シ
テ
、
布
哇
王
ハ
其
持
ツ

テ
居
ラ
ル
ヽ
時
計
ヲ
オ
上
ゲ
ニ
ナ
リ
ト
カ
、
或
ハ
オ
歩
キ
ニ
ナ

ル
ト
キ
ニ
何
程
歩
イ
タ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ノ
分
カ
ル
時
計
ミ
タ
ヤ

ウ
ナ
物
ガ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
サ
ウ
云
フ
物
ヲ
惜
気
モ
ナ
ク
山
階
宮

ニ
オ
上
ゲ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
サ
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ニ
非
常
ニ
可
愛
ガ

ツ
テ
居
ラ
レ
マ
シ
タ
カ
ラ
、
ド
ウ
ゾ
此
御
方
ニ
「
カ
ピ
オ
カ
ラ

ニ
ー
」
ヲ
貰
ツ
テ
モ
ラ
イ
タ
イ
ト
云
フ
御
願
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、

是
モ
井
上
外
務
卿
ハ
篤
ト
内
閣
ニ
於
テ
詮
議
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト

デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、（
中
略
）
ソ
レ
カ
ラ
第
三
ノ
「
カ
ピ
オ
カ

ラ
ニ
ー
」
ノ
問
題
モ
内
閣
デ
一
応
相
談
シ
タ
所
ガ
、
是
ハ
良
カ

ラ
ウ
、
此
事
ハ
運
ブ
デ
ア
ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
サ
レ
マ
シ
タ
、

ケ
レ
ド
モ
マ
ダ
井
上
外
務
卿
カ
ラ
公
然
ト
陛
下
ニ
言
上
セ
ラ
レ

ル
ノ
カ
、
或
ハ
オ
直
キ
ニ
申
上
ゲ
ラ
レ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
カ
少
シ

判
然
致
シ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
、
井
上
侯
ノ
内
意
ト
シ
テ
長
崎
ガ
伺
ヒ

マ
シ
テ
、
之
ヲ
口
外
ス
ル
コ
ト
ヲ
慎
ン
デ
―
控
ヘ
テ
居
リ
マ
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シ
タ

　

ソ
レ
カ
ラ
二
三
日
経
チ
マ
ス
ト
井
上
侯
ガ
又
外
務
省
ニ
来
イ

ト
云
フ
コ
ト
デ
出
マ
シ
タ
、
所
ガ
、
此
間
「
カ
ピ
オ
（
カ
）
ラ

ニ
ー
」
ノ
コ
ト
ヲ
良
カ
ラ
ウ
ト
言
ツ
タ
カ
、
布
哇
帝
ニ
申
上
ゲ

タ
カ
ド
ウ
ウ
カ
ト
申
サ
レ
マ
シ
タ
ノ
デ
、「
慎
ン
デ
控
ヘ
テ
居

リ
マ
シ
タ
」
ト
御
答
致
シ
マ
ス
ト
、「
ア
レ
ハ
言
ツ
テ
モ
良
カ

ラ
ウ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
ツ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
又
深
ク
考
ヘ
ル
向
キ

モ
出
テ
来
テ
、
外
国
ノ
皇
室
ト
ノ
結
婚
問
題
ガ
後
ノ
累
ヒ
ニ
ナ

リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
心
配
モ
ア
ル
カ
ラ
、
是
ハ
ム
ツ
カ
シ
イ

ヤ
ウ
デ
ア
ル
、
三
問
題
ト
モ
ム
ツ
カ
シ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
イ
カ

ヌ
ケ
レ
ド
モ
、
陛
下
ガ
御
尋
ニ
ナ
ツ
タ
ラ
何
ト
ナ
ク
其
含
ミ
デ

申
上
ゲ
テ
置
イ
テ
呉
レ
」
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ

デ
布
哇
王
ノ
御
申
出
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
三
大
問
題
ハ
、
明
治
天
皇

ニ
親
シ
ク
言
上
セ
ラ
レ
タ
次
第
デ
ア
リ
マ
ス

（
（（
（

、

　

右
に
み
た
よ
う
に
三
問
題
は
い
ず
れ
も
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
長

崎
は
東
方
連
合
策
に
つ
い
て
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
が
満
州
に
進
出
し
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
ハ
ワ
イ
王
の
見
識
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い

る
。　

明
治
十
四
年
頃
ニ
東
方
策
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
日
本
人
中
ニ
考

ヘ
テ
居
ツ
タ
向
ガ
ア
ツ
タ
カ
知
リ
マ
セ
ヌ
ガ
、
銘
々
共
ハ
初
耳

デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
如
何
ニ
モ
其
後
ノ
東
洋
ノ
有
様
ヲ
見
ル
ト
、

明
治
十
四
年
ニ
布
哇
王
ノ
言
ハ
レ
タ
コ
ト
ハ
成
程
事
実
ニ
現
ハ

レ
テ
来
マ
シ
テ
露
西
亜
ガ
満
州
ニ
蔓
ツ
テ
来
ル
有
様
ヲ
見
ル
ト
、

ア
ヽ
云
フ
コ
ト
ヲ
言
ハ
レ
タ
ガ
本
当
ニ
事
実
ニ
成
ツ
タ
、
実
ニ

偉
イ
名
帝
デ
ア
ツ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
マ
シ
タ（

（（
（

　

そ
し
て
明
治
一
五
年
、
ハ
ワ
イ
王
が
明
治
天
皇
に
提
言
し
た
東
方

連
合
策
そ
の
他
に
つ
い
て
、
天
皇
か
ら
親
書
を
送
る
こ
と
に
な
り
長

崎
が
そ
れ
を
携
帯
し
て
ハ
ワ
イ
へ
赴
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
内

容
か
ら
し
て
憚
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
表
向
き
は
米
国

出
張
と
い
う
辞
令
が
で
た
と
い
う
。
長
崎
が
ハ
ワ
イ
王
に
親
書
を
捧

呈
す
る
と
、
王
は
何
ら
異
存
な
き
態
度
を
と
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
代

わ
っ
て
王
か
ら
東
京
滞
在
の
時
に
も
触
れ
て
い
た
日
本
人
の
移
民
を

促
す
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
王
自
ら
が
長
崎
を
案
内
し

て
開
拓
地
へ
赴
く
こ
と
が
あ
っ
た

（
（（
（

。
さ
ら
に
翌
一
六
年
に
は
ハ
ワ
イ

王
の
戴
冠
式
が
あ
り
、
全
権
大
使
杉
孫
七
郎
の
一
行
に
加
わ
り
、
長

崎
も
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
で
長
崎
は
、
明
治
天
皇
か
ら

グ
ラ
ン
ト
将
軍
へ
御
贈
品
（
食
器
）
を
渡
す
よ
う
に
と
の
御
沙
汰
に

よ
り
米
国
に
赴
い
た
。
彼
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
将
軍
に
面
会
し
そ
の
使

命
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が

（
（（
（

、
こ
れ
は
明
治
一
二
年
、
将
軍
が
来
日

し
た
際
、
日
中
間
の
問
題
に
つ
い
て
尽
力
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
長

崎
に
よ
る
と
「
明
治
天
皇
ハ
日
本
ノ
為
ヲ
思
ツ
テ
進
言
シ
タ
外
人
ニ

対
シ
テ
ハ
、
常
ニ
温
キ
思
召

（
（（
（

」
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
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○�
明
治
一
四
年
―
英
国
皇
孫
エ
ド
ワ
ー
ド
親
王
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
親

王
の
来
日

　

明
治
一
四
年
一
〇
月
の
エ
ド
ワ
ー
ド
親
王
と
ジ
ョ
ー
ジ
親
王
（
後

の
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
）
の
来
日

（
（（
（

の
際
、
明
治
天
皇
へ
の
ガ
ー
タ
ー
勲
章

授
与
を
実
現
し
た
い
と
の
思
い
が
日
本
側
に
あ
り
、
長
崎
は
両
皇
孫

御
付
で
ビ
ク
ト
リ
ア
女
皇
の
信
任
厚
い
と
さ
れ
た
ダ
ル
ト
ン
博
士
へ

書
面
を
出
し
て
交
渉
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
い
ろ
い
ろ
と
難

問
が
あ
り
実
現
し
な
か
っ
た

（
（（
（

。
そ
こ
で
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

女
皇
の
油
絵
が
進
呈
さ
れ
た
と
い
う

（
（（
（

。
ま
た
、
こ
の
時
、
両
皇
孫
か

ら
「
箚
青
」
の
希
望
が
あ
る
が
、
長
崎
は
日
本
で
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
で
難
し
い
と
回
答
す
る
と
、
彼
ら
か
ら
「
自
分
ハ
籍
ヲ

海
軍
ニ
置
イ
テ
居
ル
モ
ノ
デ
、
イ
ツ
海
底
ニ
沈
ム
カ
知
レ
ナ
イ
、
其

後
ハ
何
デ
見
分
ケ
ガ
附
ク
カ
ト
云
フ
ト
箚
青
一
ツ
デ
ア
ル
」
と
の
考

え
が
示
さ
れ
た
。
長
崎
は
、
こ
の
両
皇
孫
の
考
え
に
感
動
し
た
と

語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
英
国
の
皇
太
子
及
び

妃
殿
下
の
御
許
し
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
結
果
、
関
係
者
が
動
い
た

と
い
う

（
（（
（

。

○�

明
治
一
六
年
―
米
国
人
外
交
官
フ
ー
ト
／
明
治
一
六
年
―
英
国

外
交
官
パ
ー
ク
ス
／
明
治
一
五
～
六
年
―
独
国
外
交
官
オ
ス
テ

ン
ド
の
活
動
へ
の
評
価

　

日
本
の
た
め
に
尽
力
す
る
外
交
官
へ
の
明
治
天
皇
の
配
慮
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
長
崎
は
三
人
の
人
名
を
あ
げ
て
興
味
深
い
話
を
語

る
。
①
米
国
の
朝
鮮
国
駐
箚
特
命
全
権
公
使
ル
シ
ア
ス
・
ハ
ー
ウ
ッ

ド
・
フ
ー
ト
、
②
英
国
公
使
ハ
リ
ー
・
ス
ミ
ス
・
パ
ー
ク
ス
、
③
独

国
公
使
館
オ
ス
テ
ン
ド
で
あ
る
。

　

①
実
は
長
崎
が
米
国
に
赴
い
た
時
、
朝
鮮
国
へ
赴
任
す
る
フ
ー
ト

公
使
と
出
会
う
。
こ
れ
は
、
日
本
の
対
朝
鮮
国
政
策
に
深
く
関
わ
っ

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
明
治
一
五
年
に
壬
午
事
変
が
起
き

て
い
る
。
赴
任
途
中
の
明
治
一
六
年
四
月
、
フ
ー
ト
公
使
は
、
浜
離

宮
で
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
、
つ
い
で
御
陪
食
が
あ
っ
た
。
こ
の
席
に

は
内
閣
顧
問
黒
田
清
隆
、
外
務
卿
井
上
馨
も
同
席
し
て
い
る

（
（（
（

。

　

②
パ
ー
ク
ス
公
使
は
、
維
新
期
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
物
と
し
て

有
名
で
あ
る
。
明
治
一
六
年
八
月
、
パ
ー
ク
ス
が
公
使
と
し
て
中
国

へ
転
任
す
る
際
、
明
治
天
皇
も
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
彼
を
赤
坂
離

宮
に
召
し
午
餐
を
賜
う
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
転
任
の
際
に
午
餐
を

賜
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
天
皇
と
パ
ー
ク
ス
は
、
種
々
会
話
を
重
ね

る
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
午
餐
に
は
内
閣
諸
卿
が
陪
食
し
て
い
た
の

で
、
彼
は
司
法
卿
大
木
喬
任
に
庭
の
大
木
を
前
に
し
て
条
約
改
正
の

た
め
の
法
律
改
正
の
必
要
性
、
大
蔵
卿
松
方
正
義
に
は
財
政
問
題
、

そ
の
他
の
卿
に
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
国
務
に
つ
い
て
「
注
意
ナ
リ

色
々
ナ
考
」
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
長
崎
は
彼
の
見
解
に
つ
い
て

「
一
ツ
ノ
公
使
ガ
各
国
務
上
ニ
就
テ
ソ
レ
々
々
意
見
ヲ
有
シ
テ
居
」

る
こ
と
に
殆
ど
感
服
し
た
と
い
う

（
（（
（

。
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③
当
時
、
オ
ス
テ
ン
ド
は
、
帝
室
の
猟
場
に
つ
い
て
種
々
取
り
調

べ
た
結
果
を
書
類
と
し
て
差
し
出
し
て
い
た
よ
う
で
、
明
治
一
五
～

六
年
頃
の
こ
と
と
し
て
、
長
崎
は
、
天
皇
が
赤
坂
仮
皇
居
に
彼
を
召

し
て
慰
労
の
言
葉
を
賜
っ
た
と
い
う
こ
と
の
意
図
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

徳
大
寺
（
実
則
）
侍
従
長
ト
カ
米
田
（
虎
雄
）
侍
従
ト
カ
堀
河

（
康
隆
）
侍
従
ト
カ
云
フ
人
ハ
居
リ
マ
シ
タ
ガ
、
一
向
外
国
通

ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
人
ハ
居
リ
マ
セ
ヌ
、「
オ
ス
テ
ン
ド
」
ヲ
サ
ウ

云
フ
所
ニ
特
ニ
召
サ
レ
タ
ノ
ハ
ド
ウ
云
フ
動
機
カ
ラ
カ
ト
思
ツ

テ
調
ベ
テ
見
マ
ス
ト
、
全
ク
時
ノ
外
務
卿
井
上
侯
、
ソ
レ
カ
ラ

上
野
（
景
範
）（
外
務
）
大
輔
ガ
同
人
ハ
陰
デ
色
々
尽
シ
マ
シ
タ

カ
ラ
陰
ノ
者
ヲ
特
ニ
召
サ
レ
タ
ナ
ラ
バ
非
常
ニ
有
難
ガ
ル
、
有

難
ガ
ル
ノ
ハ
即
チ　

陛
下
ノ
御
徳
ヲ
昻
メ
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト
云

フ
次
第
カ
ラ
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
井
上
侯
ハ
非
常
ニ
サ
ウ
云
フ
コ

ト
ニ
ハ
注
意
セ
ラ
レ
テ
居
リ
マ
シ
タ

（
（（
（

、

　

日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
の
た
め
に
は
特
に
条
約
改
正
と
法
典

編
纂
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
、
明
治
天
皇
が
各
国
の
外

交
官
に
対
し
て
き
め
細
か
い
配
慮
を
払
い
、
ま
た
井
上
の
よ
う
に
そ

う
し
た
こ
と
に
対
し
て
天
皇
自
身
も
積
極
的
姿
勢
を
持
っ
て
も
ら
う

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

○
皇
室
の
慈
善
事
業
と
井
上
馨

　

長
崎
は
、
皇
室
の
慈
善
事
業
に
つ
い
て
は
井
上
馨
が
「
帝
室
ト
慈

善
事
業
ト
ヲ
結
付
ケ
ル
ト
云
フ
コ
ト
モ
井
上
侯
ハ
意
ヲ
用
ヰ
テ
居
ラ

レ
マ
タ
、
殆
ド
世
間
デ
ハ
誰
モ
話
シ
マ
セ
ヌ
ガ
愛
宕
下
ノ
慈
恵
院
ヲ

慈
善
病
院
ニ
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
昭
憲
皇
太
后
ノ
思
召
モ
無
論
ア
ツ

タ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
サ
ウ
云
フ
モ
ノ
ヲ
拵
ヘ
ル
ヤ
ウ
ニ

セ
ラ
レ
タ
ノ
ハ
矢
張
井
上
侯
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
井
上
サ
ン
ハ
其
当
時

色
々
考
ヘ
ラ
レ
テ
帝
室
ト
慈
善
事
業
ト
ヲ
結
付
ケ
ル
コ
ト
ニ
付
テ
尽

力
セ
ラ
レ
マ
シ
タ

（
（（
（

」
と
、
井
上
の
尽
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
、
皇
后
と
慈
恵
会
と
の
関
係
に
言
及
し
、
皇
后
が
総
会
に

出
席
に
な
り
、
さ
ら
に
芝
離
宮
に
立
ち
寄
り
慈
恵
会
の
会
員
で
あ
れ

ば
身
分
を
問
わ
ず
、
身
柄
の
如
何
に
拘
わ
ら
す
離
宮
に
召
さ
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る

（
（（
（

。
さ
ら
に
長
崎
は
、
社
会
政
策
と
い
う
言
葉
を

用
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

今
日
ハ
所
謂
社
会
政
策
ト
云
フ
ノ
デ
色
々
考
ヘ
ル
人
モ
ゴ
ザ
イ

マ
ス
ガ
、
マ
ダ
明
治
二
十
年
前
後
ニ
ハ
サ
ウ
云
フ
考
モ
一
向
世

間
ニ
ナ
イ
時
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ニ
モ
拘
ラ
ズ
慈
恵
会
ノ
会
員

ノ
肩
書
ガ
ア
リ
サ
ヘ
ス
レ
バ
芝
離
宮
ニ
召
サ
レ
テ
謁
ヲ
賜
ハ
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、　

陛
下
ト
同
ジ
珈
琲
ヤ
「
ビ
ス
ケ
ツ
ト
」
ヲ
戴

ク
ト
云
フ
コ
ト
ハ
実
ニ
有
難
イ
オ
仕
向
ケ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
会

員
一
同
洵
ニ
感
激
シ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、
尚
ホ
慈
恵
会
ノ
基
本
金

ヲ
拵
ヘ
ル
為
ニ
鹿
鳴
館
ニ
「
バ
ザ
ー
」
ヲ
開
イ
テ
、
各
大
臣
其

他
主
モ
ナ
ル
夫
人
達
ガ
受
持
ヲ
極
メ
テ
店
ヲ
張
ツ
テ
、
品
ハ
多
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ク
ハ
手
製
デ
、
自
身
或
ハ
親
族
朋
友
ガ
作
ツ
テ
、
其
金
ヲ
全
部

寄
附
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ガ
、
其
事
ヲ
聞
召
サ
レ
テ
、
皇

后
陛
下
ハ
長
年
ノ
間
鹿
鳴
館
ニ
「
バ
ザ
ー
」
ガ
開
カ
レ
マ
ス
ト

必
ズ
御
出
デ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
奨
励
ノ
為
メ
ト
一
ツ
ハ
慈
善
事

業
ノ
為
ニ
御
買
上
ト
云
フ
名
義
ニ
シ
テ
金
を
沢
山
賜
ハ
リ
マ
シ

タ
、
其
金
ガ
毎
年
々
々
慈
善
会
ニ
参
ツ
テ
基
本
金
ト
ナ
ツ
テ
、

昭
憲
皇
太
后
崩
御
ノ
頃
ハ
彼
是
三
十
万
円
近
イ
基
本
金
ト
ナ
リ

マ
シ
タ
、
是
ナ
ド
ハ
昭
憲
皇
太
后
ノ
厚
キ
思
召
ト
、
陰
ニ
ナ
ツ

テ
尽
サ
レ
タ
井
上
侯
ノ
オ
力
ノ
結
果
ト
存
ジ
テ
居
ル
次
第
デ
ゴ

ザ
イ
マ
ス

○�

明
治
天
皇
と
新
宿
御
苑
に
お
け
る
鴨
猟
・
薩
摩
芋
・
君
臣
水
魚
の

交
わ
り

　

赤
坂
に
仮
皇
居
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
、
新
宿
御
苑
内
で
鴨
猟
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
天
皇
は
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
従
者

と
と
も
に
駆
け
め
ぐ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
猟
を
終
え
休
憩
と
な
る

と
、
焼
い
た
薩
摩
芋
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
天
皇
か
ら

「
銘
々
共
ニ
モ
薩
摩
芋
ハ
ド
ウ
カ
ト
仰

（
（（
（

」
せ
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、
猟
を
終
え
還
御
に
な
る
と
、
御
居
間
で
一
寸
防
寒
の
た
め
に
葡

萄
酒
を
召
し
上
が
る
の
で
あ
る
が
、
銘
々
に
も
葡
萄
酒
や
日
本
酒
が

賜
ら
れ
る
。
長
崎
は
酒
を
嗜
ま
な
い
の
で
葡
萄
酒
に
砂
糖
が
入
れ
て

あ
る
も
の
が
賜
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
天
皇
は
「
御
笑
ヒ
ナ
ガ
ラ
色
々

ノ
御
話
ヲ
遊
バ
ス
ノ
デ
非
常
ニ
有
難
イ
感
ジ
ガ
起
リ
マ
ス
、
君
臣
水

魚
ノ
交
リ
ト
申
ス
コ
ト
ハ
斯
ル
有
様
ヲ
謂
フ
ノ
デ
ア
ル
マ
イ
カ
ト
思

フ
程
実
ニ
温
イ
心
持
ニ
満
チ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
（（
（

」
と
、
水
魚
の
交
わ

り
を
実
感
す
る
瞬
間
だ
と
感
動
的
に
語
っ
て
い
る
。

三　

長
崎
省
吾
談
話
聴
取
―
そ
の
二
―

　

こ
こ
で
は
、
明
治
二
一
年
―
明
治
天
皇
の
肖
像
と
キ
ヨ
ソ
ネ
、

オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
と
宮
中
儀
礼
、
皇
太
子
嘉
仁
親

王
儲
君
御
治
定
の
内
宴
、
陸
海
軍
連
合
大
演
習
、
ロ
シ
ア
皇
太
子
来

日
と
大
津
事
件
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

○
明
治
二
一
年
―
明
治
天
皇
の
肖
像
と
キ
ヨ
ソ
ネ

　

明
治
天
皇
の
肖
像

（
（（
（

は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
明
治
二
一
年
に
作

製
さ
れ
た
エ
ド
ア
ル
ト
・
キ
ヨ
ソ
ネ

（
（（
（

の
も
の
が
最
も
著
名
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
キ
ヨ
ソ
ネ
作
製
の
も
の
に
つ
い
て
長
崎
は
、
ま
ず
そ
の

契
機
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
一
年
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
三
島
（
通
庸
）
警
視
総
監
ノ

時
代
ニ
芝
公
園
ニ
弥
生
舎
ト
云
フ
ノ
ヲ
建
テ
マ
シ
テ　

陛
下
ノ

行
幸
ヲ
仰
ギ
マ
シ
タ
所
、
陛
下
モ
御
出
デ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
金

子
子
爵
ハ
土
方
（
久
元
）
伯
カ
ラ
御
聞
及
ビ
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
カ

知
レ
マ
セ
ヌ
ガ
、
ソ
レ
迄
ハ　

陛
下
ノ
御
写
真
ハ
仏
蘭
西
式
ノ

「
エ
ボ
レ
ッ
ト
」
ノ
ア
ル
御
写
真
ノ
ア
ル
ノ
ミ
デ
、
外
ニ
御
写
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真
ハ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
、
伊
藤
（
博
文
）
公
ノ
時
代
ニ
願
ヒ
マ
シ

テ
モ
「
ウ
ン
」
ト
仰
シ
ヤ
イ
マ
シ
タ
切
リ
デ
御
許
シ
ガ
ゴ
ザ
イ

マ
セ
ヌ
、
土
方
伯
モ
只
今
ノ
御
写
真
デ
ハ
服
制
ノ
上
カ
ラ
言
ツ

テ
モ
「
エ
ボ
レ
ッ
ト
」
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
シ
、
ソ
レ
カ
ラ　

陛
下

ノ
御
威
望
ニ
御
似
合
ア
ラ
セ
ラ
レ
ン
ノ
デ
御
願
ヒ
ニ
ナ
リ
マ
シ

タ
ガ
「
ウ
ン
」
ト
仰
シ
ヤ
ル
ノ
ミ
デ
御
許
シ
ニ
ナ
リ
マ
セ
ヌ
、

ソ
レ
デ
弥
生
舎
ニ
成
ラ
セ
ラ
レ
タ
折
ニ
当
時
印
刷
局
ニ
傭
ハ
レ

テ
居
リ
マ
シ
タ
伊
太
利
ノ
技
師
デ
「
キ
ヨ
ソ
ネ
」
ト
云
フ
美
術

ノ
鍛
錬
ナ
人
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、
其
人
ニ
何
処
カ
ラ
カ　

陛
下

ノ
御
様
子
ヲ
見
テ
「
ス
ケ
ッ
チ
」
ヲ
シ
テ
貰
フ
訳
ニ
往
ク
マ
イ

カ
、
我
君
主
ノ
御
写
真
ガ
外
国
ノ
皇
室
其
他
内
外
ニ
出
サ
レ
ル

ニ
付
テ
、
陛
下
ノ
御
様
子
ヲ
能
ク
写
サ
レ
タ
モ
ノ
ヲ
御
出
シ
ス

ル
コ
ト
ニ
シ
タ
イ
ト
云
フ
趣
意
カ
ラ
来
テ
居
リ
マ
ス

（
（（
（

、

　

こ
の
発
言
に
よ
る
と
、
明
治
天
皇
の
写
真
は
フ
ラ
ン
ス
式
の
「
エ

ボ
レ
ッ
ト
」
仕
様
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
点
か

ら
し
て
満
足
い
く
も
の
で
は
な
い
の
で
新
た
な
も
の
を
作
製
す
る
こ

と
を
願
い
出
た
が
御
許
し
が
で
な
い
。
そ
こ
で
印
刷
局
に
雇
わ
れ
て

い
た
キ
ヨ
ソ
ネ
に
「
何
処
カ
ラ
カ　

陛
下
ノ
御
様
子
ヲ
見
テ
『
ス

ケ
ッ
チ
』」
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
外
国
の
皇
室
そ
の

他
内
外
に
天
皇
の
写
真
を
出
す
際
、「
陛
下
ノ
御
様
子
ヲ
能
ク
写
サ

レ
タ
」
も
の
を
出
し
た
い
と
い
う
趣
意
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

つ
ぎ
に
長
崎
は
、
キ
ヨ
ソ
ネ
の
写
生
が
実
際
実
現
す
る
ま
で
の
間

の
事
情
を
語
る
の
で
あ
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
故
右
大
臣
岩
倉
具
視
の

弟
で
侍
従
の
堀
河
康
隆
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
理
由
は
、
堀

河
が
侍
従
の
中
で
も
守
旧
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
長
崎
が
堀
河
に
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
意
外
に
も
堀
河
は

「
徹
頭
徹
尾
賛
成
」
で
、
理
由
は
現
在
の
写
真
が
「
一
向
御
顔
ニ
オ

似
合
」
で
な
い
、
且
つ
服
制
も
変
わ
っ
て
お
る
し
外
国
の
皇
族
か
ら

の
申
し
出
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

ケ
レ
ド
モ
、
陛
下
ノ
御
許
シ
ヲ
経
ズ
シ
テ
「
ス
ケ
ッ
チ
」
ナ
ド

シ
テ
ハ
如
何
ナ
モ
ノ
カ
、
長
崎
其
精
神
ニ
於
テ
ハ
、
土
方
サ
ン

ニ
同
意
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
事
柄
モ
洵
ニ
結
構
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ケ

レ
ド
モ
、
御
許
シ
ヲ
得
ズ
シ
テ
専
擅
ニ
ヤ
ル
仕
事
デ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
カ
ラ
余
程
考
ヘ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
マ
ス
マ
イ
、
ソ
レ
デ
今
侍
従

ノ
中
デ
故
岩
倉
右
大
臣
ノ
弟
堀
河
ハ
侍
従
ノ
中
デ
モ
守
旧
ノ
考

ヲ
持
ツ
テ
居
ル
人
デ
ア
ル
ガ
、
此
人
ハ
ド
ウ
云
フ
考
ヲ
持
ツ
カ

内
相
談
ヲ
シ
テ
ハ
ド
ウ
カ
、
廉
立
タ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
長
崎
カ
ラ
話

シ
テ
見
タ
ラ
良
カ
ラ
ウ
、
趣
意
ハ
我
ガ
戴
イ
テ
居
ル
君
主
ノ
御

写
真
ノ
其
御
威
望
ニ
副
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ガ
欲
シ
イ
ノ
デ
ア
ル
、

此
赤
誠
ヲ
能
ク
話
シ
テ
呉
レ
ト
云
フ
コ
ト
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、

ソ
レ
カ
ラ
堀
河
ニ
話
シ
テ
見
マ
シ
タ
所
ガ
、
堀
河
モ
我
ガ
君
主

ヲ
思
フ
ノ
至
誠
ハ
同
ジ
事
デ
、
徹
頭
徹
尾
賛
成
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、

今
ノ
御
写
真
ハ
一
向
御
顔
ニ
オ
似
合
ヒ
デ
ナ
イ
、
且
ツ
服
制
モ
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変
ツ
テ
居
ル
、
外
国
ノ
皇
族
ガ
御
願
ヒ
ニ
ナ
ツ
タ
ト
キ
上
ゲ
ラ

レ
ル
ヤ
ウ
ナ
御
写
真
ニ
シ
タ
イ
ト
言
ツ
テ
全
然
賛
成
デ
ゴ
ザ
イ

マ
シ
タ（

（（
（

　

堀
河
侍
従
の
意
外
な
反
応
か
ら
長
崎
は
話
を
継
い
で
、
キ
ヨ
ソ
ネ

に
ど
こ
か
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
し
て
天
皇
を
「
ス
ケ
ッ
チ
」
さ
せ

る
と
の
考
え
を
語
る
と
、
堀
河
は
こ
れ
に
も
賛
成
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
長
崎
は
、
侍
従
長
徳
大
寺
実
則
に
相
談
す
る
と
賛
成
で
、
ま
た

他
の
侍
従
た
ち
も
賛
成
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宮
内
大
臣
土
方
久
元

と
長
崎
が
キ
ヨ
ソ
ネ
に
事
情
を
伝
え
る
と
、
彼
は
「
外
ナ
ラ
ヌ
御
用

ヲ
仰
付
ケ
ラ
レ
タ
ノ
ハ
、
全
ク
自
分
ヲ
御
信
任
ノ
結
果
」
で
あ
る
と

「
非
常
ニ
感
激
」
す
る
の
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
こ
う
し
て
明
治
二
一
年
一
月
、

キ
ヨ
ソ
ネ
が
明
治
天
皇
を
「
精
神
ヲ
籠
メ
テ

（
（（
（

」
拝
写
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
模
様
を
長
崎
は
、「
陛
下
ノ
御
姿
ヲ
遙
カ
向
ウ
ニ
襖
ヲ
立

テ
ヽ
見
上
ゲ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
御
笑
ヒ
ニ
ナ
ル
ノ
カ
ラ
御
姿
勢
カ

ラ
能
ク
分
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
サ
ウ
シ
テ
、
ソ
レ
ガ
出
来
上
ツ
テ
カ

ラ
写
真
ニ
撮
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
其
御
写
真
ハ
ア
ナ
タ
方
ニ
御
下

賜
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
御
写
真
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

（
（（
（

」
と
、
語
る
。
こ
う
し
て

我
々
が
よ
く
目
に
す
る
明
治
天
皇
の
肖
像
写
真
と
さ
れ
る
も
の
が
出

来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
写
真
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
キ
ヨ
ソ
ネ
が
拝
写
し
た
も
の
を
写
真
に
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
も
の
が
で
き
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
治

天
皇
が
剣
を
杖
に
し
て
立
っ
た
も
の
で
、
長
崎
は
そ
れ
を
「
非
常
ニ

御
勇
壮

（
（（
（

」
な
も
の
、
ま
た
、
土
方
と
長
崎
は
「
非
常
ニ
立
派
デ
、
実

ニ
御
顔
ト
言
ヒ
御
姿
勢
ト
言
ヒ
御
立
派
デ
ア
ル
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
土
方
宮
相
は
、
出
来
上
っ
た
も
の
を
天
皇
の
御
覧
に
入
れ

た
の
で
あ
る
が
、
別
に
御
叱
り
も
な
く
、
ま
た
よ
く
で
き
た
と
の
仰

せ
も
な
か
っ
た
の
で
心
配
し
て
し
ま
っ
た
。
丁
度
そ
の
時
、
外
国
の

皇
族
か
ら
天
皇
の
写
真
を
い
た
だ
き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の

で
、
徳
大
寺
侍
従
長
が
写
真
を
二
三
枚
御
前
に
持
っ
て
出
で
御
記
名

を
御
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
御
記
名
な
さ
れ
た
の
で
土
方
が
大
い
に
安

心
し
た
と
い
う

（
（（
（

。
こ
う
し
た
経
緯
に
触
れ
た
後
、
長
崎
は
「
土
方
サ

ン
モ
一
ツ
間
違
ヘ
ベ〔

バ
〕進

退
ニ
関
ス
ル
大
問
題
デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
当
時

ノ
側
近
奉
仕
者
一
同
ノ
君
主
ヲ
思
フ
ノ
赤
誠
ハ
至
レ
リ
尽
セ
リ
デ
ア

リ
マ
シ
タ

（
（（
（

」
と
語
り
、
こ
の
話
を
終
え
て
い
る
。

○
明
治
二
〇
年
―
モ
ー
ル
と
宮
中
儀
礼

　

オ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル

（
（（
（

は
、
明
治
二
〇
年
四
月
か
ら

同
二
二
年
三
月
の
二
年
間
、
宮
内
省
に
招
聘
さ
れ
て
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
日
本
の
宮
廷
の
あ
り
方
、
新
年
朝
拝
式
・
勲
章
拝
用
方
・

饗
宴
の
配
膳
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
い
う
仕
事
に

従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。
長
崎
は
式
部
官
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の

モ
ー
ル
の
仕
事
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

明
治
二
〇
年
頃
ニ
独
逸
ノ
帝
室
及
外
務
省
ノ
官
吏
デ
「
ヘ
ル
、
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フ
ォ
ン
、
モ
ー
レ
ル
」
ト
云
フ
人
ガ
我
宮
内
省
ニ
傭
聘
セ
ラ
レ

マ
シ
タ
、
サ
ウ
シ
テ
儀
式
典
例
ヲ
取
調
ベ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ

テ
長
崎
ハ
伊
藤
（
博
文
）
宮
内
大
臣
ノ
命
ニ
依
リ
一
緒
ニ
取
調

ベ
ル
ヤ
ウ
ニ
ト
云
フ
コ
ト
デ
取
調
ヲ
致
シ
マ
シ
タ
、
新
年
朝
拝

式
、
勲
章
佩
用
方
、
饗
宴
ノ
配
膳
方
法
、
皇
族
ノ
謁
見
式
、
晩

餐
及
午
餐
ノ
御
接
待
振
等
ニ
付
詳
細
ニ
取
調
ベ
御
模
様
ヲ
替
ヘ

或
ハ
改
正
シ
テ
今
日
ニ
至
レ
リ
、
其
結
果
、
新
年
ノ
御
儀
式
モ

三
日
ノ
所
ガ
一
日
半
ニ
短
縮
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、

「
二
十
日
正
月
」
ト
云
フ
コ
ト
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、
各
寺
院
ノ

管
長
等
ノ
拝
謁
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
、
是
モ
一
日
半
ノ
中
ニ
入
リ

マ
シ
テ
、
済
ム
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ

（
（（
（

、

　

ま
た
、
長
崎
は
、
こ
の
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
女
官
が
各
国
の
大

使
・
公
使
な
ど
か
ら
「
女
官
ノ
受
ケ
日
」
に
宮
中
で
挨
拶
を
う
け
る

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
長
崎
は
、
難
し
い
問
題
に
つ
な

が
る
面
が
あ
る
女
官
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
明
治
天
皇
が
「
御
維
新

ノ
際
仰
出
サ
レ
タ
御
誓
文
ノ
趣
旨
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
始
終
御
心
ニ
在
ラ

セ
ラ
レ
、
社
交
上
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
モ
其
他
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
モ
必
要
ト

御
認
メ
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
コ
ト
ハ
ス
ラ
ス
ラ
ト
皆
ナ
行
ハ
セ
ラ
レ
マ
シ

タ
（
（（
（

」
と
語
る
。
こ
う
し
た
天
皇
の
積
極
性
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う

「
女
官
ノ
受
ケ
日
」
が
実
現
し
、
芝
離
宮
で
行
わ
れ
た
「
最
終
ノ
受

ケ
日
丈
ケ
ハ
盛
」
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
長
崎
は
、
後
年
東

伏
見
宮
依
仁
親
王
と
ド
イ
ツ
に
赴
い
た
際
、
モ
ー
ル
に
導
き
ら
れ
て

ド
イ
ツ
の
女
官
長
の
「
受
ケ
日
」
の
模
様
を
経
験
し
た
時
の
こ
と
に

つ
い
て
ふ
れ
、
女
官
長
の
目
に
と
ま
る
メ
リ
ッ
ト
か
ら
各
国
の
大
使

及
び
大
使
夫
人
た
ち
が
来
て
「
何
レ
モ
非
常
ニ
注
意
ヲ
払
ツ
テ
女
官

長
ニ
話
ヲ
シ
テ
居
リ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
宮
中
ノ
舞
踏
会
其
他
夜
会
等

ニ
臨
ン
デ
モ
女
官
長
ノ
眼
ニ
留
マ
ル
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
方
ガ
、
大
変
都
合

ガ
好
イ
ト
云
フ
所
カ
ラ
、
女
官
長
ニ
ハ
皆
ナ
親
ミ
ヲ
請
フ
テ
出
テ
来

ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
関
係

（
（（
（

」
で
あ
っ
た
と
語
る
。
欧
州
の
王
室
・
皇
室

と
は
異
な
る
の
で
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
日
本
の

女
官
制
度
に
つ
い
て
も
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

モ
ー
ル
は
、
長
崎
と
共
に
新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
日
本
の
宮
廷

の
あ
り
方
や
重
要
な
宮
中
儀
礼
の
改
正
に
尽
力
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
近
代
の
宮
中
儀
礼
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
下
に
確
立
し
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
点
を
考
え
る
際
、
モ
ー
ル
の
影
響
は
充
分
検
討
す
る

に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
現
在
、
こ

の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
の
研
究
環
境
は
充
分
整
え
ら
れ
て
は
い
な

い
。
今
後
の
大
き
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

○
明
治
二
〇
年
―
皇
太
子
嘉
仁
親
王
儲
君
御
治
定
の
内
宴

　

明
治
二
〇
年
八
月
、
嘉
仁
親
王
の
儲
君
御
治
定
に
あ
た
り
宮
中
の

大
奥
で
内
宴
が
開
か
れ
た

（
（（
（

。
長
崎
は
、
こ
の
時
の
女
官
が
「
非
常
ニ

交
際
ニ
慣
レ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
且
又
話
シ
ニ
堪
能
デ
、
列
席
ノ
各
自

ニ
適
当
ナ
言
葉
ヲ
以
テ
挨
拶

（
（（
（

」
を
な
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
な
ど
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も
女
官
が
外
の
人
士
と
の
交
流
に
長
け
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
ろ

う
。
つ
い
で
長
崎
は
、
天
皇
や
皇
太
后
・
皇
后
の
立
ち
振
る
舞
い
に

言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
内
宴
と
い
う
ご
く
ご
く
内
輪
の
場
所

で
は
あ
る
が
、
と
て
も
想
像
つ
か
な
い
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
応
オ
椀
ノ
汁
ヲ
頂
戴
シ
タ
後
ニ
順
次　

陛
下
ヨ
リ
召
サ
レ
マ

ス
、
御
前
ニ
進
ミ
マ
ス
ト
、
陛
下
ハ
盃
ヲ
取
ツ
テ
召
上
ガ
ラ
レ
、

ソ
レ
カ
ラ
天
盃
ヲ
賜
ハ
リ
マ
ス
、
陛
下
ノ
御
側
ニ
ハ
女
官
ガ
居

リ
マ
シ
テ
、
サ
ウ
シ
テ
臣
下
ノ
盃
ニ
酒
ヲ
酌
ミ
マ
ス
、
各
自
有

難
ク
頂
戴
ノ
後
自
席
ニ
退
キ
マ
ス
、
其
当
時
マ
ダ
青
山
ニ
皇
太

后
ガ
在
ラ
セ
ラ
レ
マ
シ
テ
、
皇
太
后
、
皇
后
カ
ラ
召
サ
レ
マ
シ

テ
御
前
ニ
進
ミ
マ
ス
ト
、
御
自
身
ニ
酒
ヲ
召
上
ガ
リ
、
サ
ウ
シ

テ
其
盃
ヲ
各
自
ニ
賜
ハ
ツ
テ
畏
多
ク
モ
皇
太
后
宮
モ
皇
后
宮
モ

酌
ヲ
シ
テ
賜
ハ
リ
マ
ス
、
是
ナ
ド
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
実
ニ
恐
入
ツ

タ
次
第
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
親
シ
ク
皇
太
后
様
モ
御
詞
ヲ
賜
ハ
リ
、

皇
后
様
モ
御
詞
ヲ
賜
ハ
リ
、
御
自
身
ニ
酌
ヲ
シ
テ
下
サ
イ
マ
ス
、

儲
君
ハ
ド
ウ
云
フ
模
様
カ
ト
慎
ン
デ
拝
見
シ
マ
ス
ト
是
ハ
召
上

リ
マ
セ
ヌ
、
御
自
身
デ
「
御
錫
」
ヲ
持
ツ
テ
御
立
チ
ニ
ナ
リ
マ

シ
テ
、
各
自
ノ
前
ニ
御
廻
リ
ニ
ナ
ツ
テ
親
敷
御
錫
ヲ
以
テ
一
ツ

一
ツ
皆
ヘ
酌
ヲ
賜
ヒ
マ
シ
タ
、
此
御
内
宴
程
和
気
藹
々
タ
ル
情

趣
ノ
ア
ル
コ
ト
ハ
他
ニ
一
向
拝
シ
タ
コ
ト
ハ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ヌ
、

実
ニ
御
内
宴
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
有
難
イ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
殊

ニ　

陛
下
ガ
御
自
身
デ
英
語
デ
酒
ヲ
飲
ム
コ
ト
ヲ
何
ト
言
フ
カ

ト
云
フ
御
沙
汰
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
慎
ン
デ D

rink 

ト
申
シ

マ
ス
ト
申
上
ゲ
マ
ス
ト
、　

陛
下
ハ
「
マ
一
盃 D

rink 

」
ト
仰

セ
ラ
レ
マ
シ
タ
、
斯
ウ
云
フ
御
模
様
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
其
有
難

サ
ハ
実
ニ
恐
懼
シ
感
泣
シ
テ

陛
下
ノ
御
優
サ
シ
イ
コ
ト
ニ
今
更
ナ
ガ
ラ
一
層
感
激
シ
欽
仰
シ

奉
ル
所
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス（

（（
（

　

筆
者
な
ど
に
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
情
景
で
あ
る
が
、
日
頃
の

側
近
者
の
奉
仕
の
労
苦
に
対
す
る
天
皇
を
は
じ
め
皇
太
后
、
皇
后
、

皇
太
子
の
心
温
ま
る
御
配
慮
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
る
話
で
あ
る
。
ま

た
、
御
内
宴
で
は
謡
曲
な
ど
、
臣
下
の
一
芸
も
披
露
さ
れ
た
と
い
う
。

長
崎
は
、「
御
内
宴
ノ
有
様
ハ
実
ニ
有
難
イ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
」

と
話
を
結
ん
で
い
る
。

○
明
治
二
三
年
―
陸
海
軍
連
合
大
演
習

　

長
崎
は
、
明
治
二
三
年
三
月
か
ら
四
月
に
お
け
る
名
古
屋
付
近
で

の
陸
海
軍
連
合
の
大
演
習
の
時
の
明
治
天
皇
の
統
監
に
つ
い
て
、
激

し
い
大
雨
の
中
、
天
皇
が
全
身
雨
に
濡
れ
な
が
ら
も
統
監
を
行
っ
た（

（（
（

た
め
、
長
靴
が
脱
げ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

（
（（
（

を
語
っ
た
後
、「
明
治
天

皇
紀
」
の
編
修
官
長
で
あ
っ
た
三
上
参
次
に
対
し
て
「
折
節
宮
中
デ

御
講
演
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、
明
治
天
皇
ノ
御
事
デ
モ
御
話
シ
遊
バ

ス
ト
キ
ハ
―
御
晩
年
ハ
別
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
―
初
メ
ノ
内

ハ
御
演
習
ノ
折
ハ
斯
様
デ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
御
話
ニ
ナ
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レ
バ
、
余
程
又　

御
心
得
ノ
一
端
ニ
ナ
ラ
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
存
ジ
マ

ス
」
と
、
昭
和
天
皇
へ
の
帝
王
教
育
の
素
材
と
し
て
用
い
る
価
値
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
明
治
天
皇
紀
」
の

編
修
が
天
皇
の
生
涯
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
正

天
皇
や
昭
和
天
皇
へ
の
帝
王
教
育
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る

（
（（
（

。

○
明
治
二
四
年
・
ロ
シ
ア
皇
太
子
来
日
と
大
津
事
件

　

明
治
二
四
年
五
月
一
一
日
、
来
日
中
の
露
国
皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
が

琵
琶
湖
遊
覧
の
帰
途
、
滋
賀
県
大
津
市
を
通
過
中
、
巡
査
津
田
三
蔵

に
襲
わ
れ
負
傷
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
所
謂
、
大
津
事
件

（
（（
（

で

あ
る
。
こ
の
事
件
は
、
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
日
本
国
内
外
に
も
た

ら
し
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
明
治
天
皇
も
大
き
な
衝
撃
を
う
け
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る

（
（（
（

。

　

こ
の
大
津
事
件
に
つ
い
て
、
長
崎
は
か
な
り
の
時
間
を
割
い
て
話

し
て
い
る
の
で
、
彼
の
発
言
に
注
目
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
長
崎
は

「
明
治
二
十
四
年
頃
ノ
露
西
亜
帝
国
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
今
日
ノ
露
西
亜

ノ
比
」
で
は
な
い
、「
全
世
界
ヲ
脅
威
シ
テ
居
ツ
タ
大
国
」
で
、
同

国
の
皇
太
子
が
来
日
す
る
と
い
う
の
で
「
皇
室
モ
政
府
モ
非
常
ニ
注

意
（
（（
（

」
を
払
っ
た
と
語
り
は
じ
め
る
。
つ
い
で
、
露
国
公
使
シ
ー
ウ
ッ

チ
が
長
崎
に
対
し
て
露
国
と
薩
摩
は
古
い
歴
史
が
あ
る
の
で

（
（（
（

、
長
崎

か
ら
薩
摩
に
往
き
鹿
児
島
を
み
た
い
と
い
う
希
望
を
出
し
た
こ
と
を

語
る
。

　

そ
こ
で
長
崎
が
こ
の
申
し
出
を
う
け
て
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に
告

げ
る
と
、
土
方
宮
相
は
公
爵
島
津
忠
義
が
旧
藩
主
な
の
で
都
合
が
よ

い
と
判
断
し
、
宮
相
か
ら
宮
内
次
官
吉
井
友
実
に
話
を
通
し
た
。
と

こ
ろ
が
島
津
公
は
、
外
国
人
と
い
う
と
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
な
ど
ご

く
わ
ず
か
な
人
物
と
し
か
接
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
、
旧
臣
た
ち
が

容
易
な
ら
ぬ
心
配
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
吉
井
次
官
の
と
こ
ろ

に
黒
田
清
隆
、
西
郷
従
道
、
大
山
巌
、
松
方
正
義
、
川
村
純
義
が
集

ま
り
忠
義
公
へ
の
進
言
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
年
長
で
も
あ
る

吉
井
か
ら
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
翌
朝
、
吉
井
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
出
向
く
と
、
吉
井
は

昨
晩
篤
と
考
え
て
み
た
が
、
今
は
そ
れ
ほ
ど
忠
義
公
の
と
こ
ろ
へ
出

入
り
し
て
い
な
い
、
自
分
が
対
応
す
る
と
表
立
つ
の
み
な
ら
ず
、
も

し
断
ら
れ
る
と
二
の
手
が
打
て
な
い
、
長
崎
は
欧
州
か
ら
帰
国
後
、

忠
義
公
の
と
こ
ろ
へ
出
入
り
し
て
い
る
の
で
話
も
し
や
す
い
等
の
理

由
か
ら
長
崎
に
話
を
通
し
て
く
れ
と
依
頼
す
る
の
で
あ
っ
た
。
長
崎

は
一
度
断
る
が
、
つ
い
に
断
り
切
れ
ず
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

　

そ
こ
で
長
崎
が
島
津
家
の
家
令
な
ど
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
賛
意
を

得
た
。
彼
ら
は
「
御
維
新
ノ
際
ハ
国
事
ニ
御
勤
メ
ニ
ナ
ツ
タ
ガ
、
其

後
ハ
麝
香
間
祗
候
デ
居
ラ
ツ
シ
ヤ
ル
ダ
ケ
デ
ア
ル
、
是
ガ
最
終
ノ
国

家
ノ
御
奉
公
ト
思
フ
カ
ラ
、
ド
ウ
カ
サ
ウ
云
フ
具
合
ニ
願
ヒ
タ
イ

（
（（
（

」
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と
述
べ
、
本
件
に
つ
い
て
は
長
崎
自
身
が
直
接
面
会
し
て
言
っ
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
長
崎
は
、
忠
義
公
に
面
会
し

お
話
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
丁
髷
姿
の
公
は
「
皇
室
ト
国
家
ノ
為

ナ
ラ
バ
ヤ
ラ
ウ
ト

（
（（
（

」
と
述
べ
、
併
し
自
分
は
不
慣
れ
だ
か
ら
長
崎
が

鹿
児
島
に
赴
き
万
事
や
る
よ
う
に
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

翌
日
、
忠
義
公
は
土
方
宮
相
と
会
い
、
前
日
長
崎
と
打
ち
合
わ
せ

た
内
容
を
伝
え
て
承
諾
の
旨
を
伝
え
た
。
よ
っ
て
土
方
宮
相
は
、
長

崎
を
伴
い
参
内
し
て
明
治
天
皇
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
非
常
に

「
ご
満
足
」
で
、
長
崎
に
は
鹿
児
島
へ
赴
く
よ
う
に
と
の
御
沙
汰
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長
崎
は
鹿
児
島
へ
赴
き
準
備
に
あ
た
る
。
こ
こ

に
露
国
皇
太
子
の
鹿
児
島
訪
問
が
実
現
し
、
忠
義
公
自
身
に
よ
る
犬

追
物
、
鹿
児
島
伝
来
の
士
舞
な
ど
、
旧
薩
摩
藩
の
当
主
と
家
臣
が
内

揃
っ
て
と
て
も
味
わ
い
の
あ
る
饗
応
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ

る
（
（（
（

。
こ
れ
は
忠
義
公
が
渾
身
の
力
を
振
り
絞
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
公
に
は
「
最
終
ノ
国
家
ノ
御
奉
公
」
と

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
後
、
露
国
皇
太
子
一
行
は
関
西
方
面
に
入
り
、
既
述
し
た
よ

う
に
事
件
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
が
ど
れ
だ
け
皇
室
に

衝
撃
を
与
え
た
か
は
、
明
治
天
皇
が
直
ち
に
京
都
に
赴
く
こ
と
に
な

り
、
皇
太
子
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
御
配
慮
を
示
さ
れ
た
こ
と
で
も
理
解

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
五
月
一
三
日
、
天
皇
は
皇
太
子
を
寄
宿
し
て
い

る
常
盤
ホ
テ
ル
に
御
訪
問
に
な
る
。
そ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
長

崎
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

向
フ
側
カ
ラ
申
シ
マ
ス
ト
、
兎
モ
角
モ
政
府
ノ
徽
章
ヲ
着
ケ
タ

巡
査
ガ
ア
ヽ
云
フ
コ
ト
ヲ
ヤ
ツ
タ
モ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ
、

軍
隊
ノ
護
衛
ガ
ア
ツ
テ
モ
、
唯
頼
リ
ニ
セ
ラ
ル
ヽ
ノ
ハ　

陛
下

デ
ア
リ
マ
シ
テ
、
陛
下
々
々
ト
言
ツ
テ
信
頼
セ
ラ
ル
ヽ
皇
太
子

ノ
有
様
デ
ア
リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
カ
ラ
皇
太
子
ハ
軍
艦
ニ
御
帰
リ

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ（

（（
（

　

そ
し
て
、
つ
ぎ
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
五
月
一
九
日
の

明
治
天
皇
に
よ
る
皇
太
子
が
乗
艦
す
る
ア
ゾ
ヴ
ァ
号
へ
御
訪
問
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
皇
太
子
の
明
治
天
皇
の
御
懇
情
へ
の
御
礼
の
意

味
も
込
め
た
御
招
待
で
あ
っ
た
が
、
誤
解
も
含
む
噂
の
レ
ベ
ル
で
は
、

も
し
天
皇
が
露
艦
を
御
訪
問
に
な
ら
れ
た
時
、
そ
の
ま
ま
露
国
へ
連

れ
て
行
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る

（
（（
（

。

だ
が
皇
太
子
か
ら
御
招
待
の
申
し
出
が
あ
っ
た
時
、
天
皇
は
そ
れ
を

受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
長
崎
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語

る
。

陛
下
ノ
思
召
ヲ
伺
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
侍
従
長
ヲ
経
テ
陛

下
ニ
露
国
皇
太
子
ヨ
リ
御
案
内
ガ
参
リ
マ
シ
タ
、
如
何
遊
バ
シ

マ
ス
カ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
伺
ヒ
マ
シ
タ
、
土
方
伯
ト
長
崎
ハ
侍
従

長
ノ
部
屋
ニ
往
ツ
テ
待
ツ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、

陛
下
ニ
於
カ
セ
ラ
レ
テ
ハ
何
等
ノ
御
心
配
モ
ナ
ク
立
チ
所
ニ

「
往
カ
ウ
」
ト
仰
シ
ヤ
イ
マ
シ
タ
、
侍
従
長
ガ
下
ツ
テ
来
テ　
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陛
下
ハ
「
往
カ
ウ
」
ト
仰
シ
ヤ
ツ
タ
、
此
時
ハ
長
崎
ナ
ド
ハ
非

常
ニ
感
ジ
マ
シ
テ
、
先
考
孝
明
天
皇
御
在
宇
中
ハ
国
歩
艱
難
ニ

シ
テ
日
夜
深
ク
御
軫
念
ア
ラ
セ
ラ
レ
皇
祖
ニ
対
シ
此
ノ
国
家
ヲ

如
何
ニ
セ
ン
ヤ
ト
マ
デ
御
憂
慮
遊
バ
サ
レ
タ
ル
程
ナ
レ
バ
明
治

天
皇
ハ
御
幼
少
ノ
折
ヨ
リ
親
シ
ク
当
時
ノ
大
勢
ヲ
御
見
聞
遊
バ

サ
レ
聖
明
ノ
御
英
資
ニ
猶
此
ノ
御
教
養
加
ヘ
サ
セ
ラ
レ
今
ヤ
又

御
自
身
ニ
国
ヲ
背
負
ツ
テ
起
ツ
ト
云
フ
思
召
ヲ
以
テ
何
ノ
御
躊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

躇
モ
ナ
ク
「
往
カ
ウ
」
ト
勅
諚
遊
バ
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
マ
イ
カ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ト
拝
察
シ
奉
リ
マ
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
宮
内
大
臣
、
侍
従
長
、
長
崎
ハ
皆
ナ

均
シ
ク
涙
ニ
咽
ビ
恐
懼
シ
感
激
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
（（
（

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

（
傍
点
―
引
用
者
）

　

そ
う
し
た
中
、
明
治
天
皇
は
ア
ゾ
ヴ
ァ
号
を
御
訪
問
に
な
り
午
餐

を
御
会
食
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
長
崎
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

其
ノ
日
ガ
参
リ
マ
シ
テ
、
陛
下
ハ
露
西
亜
ノ
軍
艦
ニ
御
出
デ
ニ

ナ
リ
マ
シ
タ
、
露
西
亜
ノ
軍
艦
ニ
ハ
非
常
ナ
設
備
ガ
ゴ
ザ
イ
マ

シ
テ
、
皇
太
子
モ
甲
板
ニ
御
出
迎
ニ
ナ
リ
、
御
休
憩
所
ニ
皇
太

子
御
自
身
ガ
御
案
内
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
、
此
ノ
時
ハ
政
府
ノ
役
人

ハ
一
人
モ
御
案
内
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ン
、
皆
ナ
宮
内
官
丈
ケ
デ
ア

リ
マ
シ
タ
、
ソ
レ
デ
軍
艦
ニ
御
出
デ
ニ
ナ
ツ
テ
カ
ラ
漸
ク
皇
太

子
モ
御
諒
解
ニ
ナ
ツ
テ
居
リ
マ
シ
テ
、
何
レ
ノ
国
デ
モ
気
狂
ヒ

ト
云
フ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト

デ
、
オ
怪
我
モ
極
ク
微
小
デ
ア
ル
ト
言
ツ
テ
最
早
、
陛
下
ニ
ハ

御
心
配
ニ
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
頻
ニ
申
サ
レ

マ
シ
タ
、
ソ
レ
カ
ラ
御
食
事
ガ
始
マ
リ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
皆
ナ
席

ニ
著
キ
マ
シ
タ
ガ
、
御
食
事
中
モ
、
陛
下
ト
皇
太
子
ト
ノ
談
話

ハ
成
ル
丈
ケ
御
続
ケ
遊
バ
シ
テ
途
切
レ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
ト
云
フ
考

カ
ラ
、
始
終
長
崎
ハ　

陛
下
ノ
御
背
後
ニ
居
リ
マ
シ
タ
、
又
露

西
亜
ノ
皇
太
子
ハ
実
ニ
御
心
優
イ
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
テ
、
チ
ャ
ン

ト
「
テ
ー
ブ
ル
」
ニ
長
崎
ノ
席
ガ
設
ケ
テ
ア
ル
カ
ラ
著
イ
テ
呉

レ
ト
仰
シ
ヤ
イ
マ
シ
タ
ガ
、
御
思
召
ヲ
深
ク
拝
謝
シ
マ
シ
テ
、

大
事
ナ
場
合
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
カ
ラ　

陛
下
ト
皇
太
子
ノ
御
都
合

ノ
好
イ
ヤ
ウ
ニ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
後
口
ニ
立
ツ
テ
居
リ
マ
シ
タ
、

暫
ク
経
チ
マ
ス
ト
、
又
皇
太
子
ガ
オ
腹
ガ
空
イ
タ
ラ
ウ
、
話
ハ

ド
ウ
ニ
カ
出
来
ル
カ
ラ
席
ニ
著
イ
テ
呉
レ
ト
云
フ
仰
セ
デ
ゴ
ザ

イ
マ
シ
タ
、
ケ
レ
ド
モ
オ
礼
ヲ
申
上
ゲ
テ
自
身
ノ
食
事
ト
カ
腹

ガ
空
イ
タ
ト
カ
云
フ
コ
ト
ハ
毫
モ
頭
ニ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
、
只
偏
ニ　

陛
下
ト
皇
太
子
ノ
御
間
柄
ガ
愈
〻
親
密
ヲ
御
加

ヘ
ニ
ナ
リ
、
快
ヨ
ク
御
別
レ
ニ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
何
ヨ
リ
ノ
事
ト
、

ソ
レ
計
リ
ヲ
衷
心
ヨ
リ
祈
ツ
テ
居
リ
マ
シ
タ（

（（
（

　

右
の
発
言
か
ら
露
国
皇
太
子
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

明
治
天
皇
が
心
配
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
か
な
り
配
慮
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
皇
太
子
が
長
崎
へ
も
気
遣
い
を
み
せ
て
い
る
が
、
長
崎

は
自
身
の
こ
と
よ
り
も
皇
太
子
と
天
皇
の
会
話
が
親
密
な
も
の
と
な



92明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 49 号〕平成 24 年 11 月

る
こ
と
と
、
何
よ
り
も
快
く
お
別
れ
に
な
る
よ
う
に
と
衷
心
よ
り
祈

る
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

つ
い
で
、
ロ
シ
ア
の
習
慣
と
し
て
婦
人
が
い
な
い
御
食
事
に
移
り
、

肉
物
が
終
わ
り
菓
子
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
煙
草
を
喫
す
る
た

め
皇
太
子
が
煙
草
入
れ
を
持
ち
出
し
て
、
陛
下
に
煙
草
を
御
薦
め
に

な
っ
た
。
こ
の
時
、
天
皇
は
意
外
な
配
慮
を
示
し
た
。
普
段
、
天
皇

自
身
が
煙
草
入
れ
を
持
つ
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
天
皇
は
煙
草

入
れ
の
蓋
を
長
崎
に
開
け
さ
せ
、
皇
太
子
へ
差
し
上
げ
、
さ
ら
に
列

席
の
人
士
へ
も
と
い
う
驚
く
べ
き
行
為
に
で
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
長
崎
は
、

こ
の
天
皇
の
姿
を
み
て
「
斯
ク
迄
ニ　

陛
下
ガ
両
帝
室
ノ
御
間
柄
ニ

御
心
ヲ
尽
ク
サ
レ
ル
其
実
況
ヲ
拝
ス
ル
者
ハ
実
ニ
感
涙
ニ
咽
ブ
ノ
外

ハ
ナ
カ
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
（（
（

」
と
、
感
動
的
に
語
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
す
べ
て
の
予
定
を
終
え
て
、
天
皇
は
露
国
皇
太
子
と
別
れ

て
神
戸
の
御
用
邸
に
向
か
わ
れ
た
。
そ
こ
に
待
ち
受
け
て
い
た
の
が

土
方
宮
相
と
徳
大
寺
侍
従
長
で
あ
っ
た
。
ふ
た
り
と
も
天
皇
が
煙
草

入
れ
を
持
参
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
長
崎
が
天
皇
に
何
か
申

し
上
げ
た
結
果
か
と
質
問
す
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
長
崎
が
そ
う

し
た
こ
と
は
な
い
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
両
人
は
「
深
ク
感
動

（
（（
（

」
し

た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
長
崎
省
吾
が
語
る
明
治
天
皇
の
姿
を
み
て
き
た
の
で
あ
る

が
、
最
後
に
語
り
部
と
し
て
の
明
治
人
長
崎
の
特
質
を
述
べ
て
み
た

い
。

　

長
崎
の
語
り
は
、
明
治
天
皇
を
尊
敬
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
決

し
て
オ
ー
バ
ー
な
も
の
で
は
な
く
、
実
に
冷
静
に
天
皇
の
言
動
を

語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
筆
者
は
明
治
人
の
中
に
み
ら
れ
る
確
か
な
る

人
物
眼
、
時
代
観
を
み
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
長
崎
は
明
治
天
皇
の
功
績
を
語
り
な
が
ら
も
、
併
せ
て
自
ら
の

役
割
を
も
し
っ
か
り
と
語
っ
て
い
る
。
決
し
て
天
皇
を
高
く
評
価
す

る
こ
と
だ
け
に
終
始
し
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
長
崎
が
自
分
も
明
治

と
い
う
時
代
を
つ
く
っ
て
き
た
一
人
で
あ
る
と
の
意
識
を
強
く
感
じ

る
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
明
治
天
皇
の
研
究
は
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
か
ら
多
角
的
に
天
皇
を
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
天
皇
を
理
解
す
る
史
料
は
ま
だ

ま
だ
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
虚
心
坦
懐
に
読
み
込
む
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
明
治
天
皇
や
明
治
と
い
う
時
代
の
実
相
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

　

本
稿
は
、
明
治
天
皇
と
と
も
に
明
治
と
い
う
時
代
を
生
き
た
人
々

の
語
り
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
作
為
的
で
な
い
天
皇
像
や
時
代
像
を

学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
の
一
つ
の
試
み
で
あ

る
。
そ
の
試
み
か
ら
明
治
天
皇
が
如
何
に
新
し
い
時
代
の
天
皇
と
し

て
自
ら
率
先
し
て
国
家
や
皇
室
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
か
、
ま



宮中顧問官長崎省吾が語る明治天皇（堀口）93

た
天
皇
が
側
近
者
た
ち
へ
人
間
味
溢
れ
る
配
慮
を
な
さ
れ
た
方
で

あ
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
に
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
革
新
的
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
明

治
と
い
う
時
代
を
、
明
治
天
皇
が
多
く
の
人
々
と
と
も
に
歩
ん
で

い
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
な
ら
な
い
。

注（
1
）　��

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。
な
お
、
本
談
話
速

記
は
、
筆
者
が
監
修
・
編
集
し
た
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明

治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』
第
二
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
二

〇
〇
三
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）　�

第
二
回
は
昭
和
二
年
一
〇
月
一
九
日
、
第
三
回
は
昭
和
二
年
一
二

月
七
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
一
五
頁
～
一
六
頁
。

（
4
）　�

同
右
、
一
六
頁
～
一
七
頁
。

（
5
）　�

同
右
、
一
八
頁
～
一
九
頁
。

（
6
）　�

同
右
、
二
一
頁
～
二
二
頁
。

（
7
）　�

一
八
八
一
年
、
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
は
、
移
民
や
外
交
上
の
問
題
を
再

検
討
す
る
た
め
、
米
国
を
経
て
日
本
・
中
国
・
シ
ャ
ム
・
イ
ン

ド
・
エ
ジ
プ
ト
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
欧
州
諸
国
を
歴
訪

し
た
。
日
本
で
は
初
の
外
国
元
首
の
来
日
で
あ
っ
た
。

（
8
）　�

カ
ラ
カ
ウ
ア
王
の
来
日
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
編
纂
『
日
本
外
交

文
書
』
第
一
四
巻
（
一
九
五
一
年
）
所
収
の
「
布
哇
国
皇
帝
来
航

ノ
件
」
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
『
明
治

天
皇
紀
』
巻
五
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、
二
九
〇
頁
～

二
九
九
頁
に
か
け
て
関
連
の
記
事
が
あ
る
。
な
お
、
従
者
に
よ
る

も
の
と
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｎ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
著
／
荒

俣
宏
・
樋
口
あ
や
こ
共
訳
『
カ
ラ
カ
ウ
ア
王
の
ニ
ッ
ポ
ン
仰
天
旅

行
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。

（
9
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
二
三
頁
～
二
四
頁
。

（
10
）　�

同
右
、
二
四
頁
～
二
五
頁
。

（
11
）　�

後
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
梨
本
宮
方
子
女
王
が
李
王
世
子
で
あ

る
李
垠
と
結
婚
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
も
皇
族
が
日
本
人
以

外
と
婚
姻
す
る
こ
と
の
問
題
点
が
認
識
さ
れ
、
各
方
面
で
の
検

討
・
調
整
が
重
ね
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
。

（
12
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
二
五
頁
～
二
八
頁
。

（
13
）　�

同
右
、
二
九
頁
～
三
〇
頁
。

（
14
）　�

同
右
、
四
二
頁
～
四
四
頁
。

（
15
）　�

同
右
、
四
八
頁
～
四
九
頁
。

（
16
）　�

同
右
、
四
九
頁
。

（
17
）　�

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
五
、
五
六
一
頁
～
五
六
四
頁
に
関
連
の

記
事
が
あ
る
。

（
18
）　�

同
右
、
三
〇
頁
～
三
二
頁
。

（
19
）　�

同
右
、
三
一
頁
～
三
二
頁
。

（
20
）　�

同
右
、
三
二
頁
～
三
七
頁
。

（
21
）　�
同
右
、
四
九
頁
～
五
二
頁
。
な
お
、『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、
四
四
頁
～
四
五
頁
に
関
連
の
記
事

が
あ
る
。

（
22
）　�

同
右
、
五
二
頁
～
五
四
頁
。
な
お
、
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
六
、
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九
九
頁
～
一
〇
〇
頁
に
関
連
の
記
事
が
あ
る
。

（
23
）　�

同
右
、
五
五
頁
～
五
六
頁
。

（
24
）　�
同
右
、
五
六
頁
。

（
25
）　�
同
右
、
五
六
頁
。

（
26
）　�

同
右
、
五
八
頁
～
五
九
頁
。

（
27
）　�

同
右
、
五
九
頁
。

（
28
）　�

ま
た
、
明
治
天
皇
の
肖
像
や
写
真
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
多
木
浩

二
『
天
皇
の
肖
像
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
29
）
明
治
二
一
年
の
キ
ヨ
ソ
ネ
に
よ
る
明
治
天
皇
の
肖
像
作
製
に
つ
い

て
は
、『
明
治
天
皇
紀
』
巻
七
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）、

七
頁
～
八
頁
を
参
照
。
な
お
、
キ
ヨ
ソ
ネ
と
日
本
と
の
関
係
及
び

日
本
で
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
明
治
美
術
会
・（
財
）
印
刷
局
朝

暘
会
編
『
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九

九
九
年
）、
沢
護
「
エ
ド
ア
ル
ド
・
キ
ヨ
ソ
ネ
伝
」（『
三
彩
』
三

五
〇
号
）、
山
口
康
助
「（
講
演
録
）
明
治
天
皇
の
御
真
影
を
描
い

た
Ｅ
・
キ
ヨ
ソ
ネ
の
生
涯
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
第
二

三
号
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
30
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
五
九
頁
～
六
一
頁
。

（
31
）　�

同
右
、
六
一
頁
～
六
二
頁
。

（
32
）　�

同
右
、
六
二
頁
。

（
33
）　�

同
右
、
六
三
頁
。

（
34
）　�

同
右
。

（
35
）　�

同
右
。

（
36
）　�

同
右
、
六
四
頁
。

（
37
）　�

同
右
、
六
四
頁
～
六
五
頁
。

（
38
）　�

日
本
で
の
モ
ー
ル
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ッ
プ

ル
「
外
国
人
の
み
た
明
治
日
本
の
近
代
化
と
欧
化
」（『
南
山
大
学

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
セ
ン
タ
ー
報
』
第
八
号
）、
Ｏ
・
ｖ
・
モ
ー
ル

／
金
森
誠
也
『
ド
イ
ツ
貴
族
の
明
治
宮
廷
記
』（
新
人
物
往
来
社
、

一
九
八
八
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
39
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
六
五
頁
～
六
六
頁
。

（
40
）　�

同
右
、
六
七
頁
～
六
八
頁
。

（
41
）　�

同
右
、
六
八
頁
。

（
42
）　�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
巻
六
、
七
九
九
頁

を
参
照
。

（
43
）　�

同
右
、
六
九
頁
。

（
44
）　�

同
右
、
六
九
頁
～
七
一
頁
。

（
45
）　�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
巻
七
、
五
一
四
頁

～
五
二
一
頁
を
参
照
。

（
46
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
七
二
頁
～
八
一
頁
。

（
47
）　�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
教
育
問
題
と

金
子
堅
太
郎
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
〇
輯
所
収
）
を
参
照
。

（
48
）　�

皇
太
子
ニ
コ
ラ
イ
の
来
日
と
大
津
事
件
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
編

纂
『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
四
巻
（
一
九
五
二
年
）
の
「
露
国
皇

太
子
大
津
ニ
於
テ
遭
難
一
件
」
を
は
じ
め
、
保
田
孝
一
『
最
後
の

ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
日
記
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）（
講

談
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
一
九
頁
～
三
〇
頁
、
六
二
頁
～
八
一
頁

な
ど
を
参
照
。
ま
た
参
考
史
料
・
文
献
に
つ
い
て
は
、
尾
佐
竹
猛

著
・
三
谷
太
一
郎
校
注
『
大
津
事
件
―
ロ
シ
ア
皇
太
子
大
津
遭
難

―
』（
岩
波
文
庫
）（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
の
「
主
要
資
料

文
献
」
に
掲
げ
ら
れ
た
「
関
係
者
記
録
」「
研
究
文
献
」「
関
係
者
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伝
記
」
中
の
も
の
を
参
照
。

（
49
）　�
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
巻
七
、
八
一
〇
頁
～
八
五
七
頁
に
か
な
り

の
字
数
を
割
い
て
記
事
を
書
い
て
い
る
。

（
50
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
八
一
頁
。

（
51
）　�

こ
の
こ
と
を
長
崎
が
調
べ
て
み
た
が
、
そ
の
根
拠
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
と
語
っ
て
い
る
（
前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史

料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』
第
二
巻
、
八
一
頁
）。

（
52
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
八
五
頁
。

（
53
）　�

同
右
。

（
54
）　�

忠
義
公
ら
に
よ
る
饗
応
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
巻

七
、
八
〇
六
頁
～
八
〇
七
頁
、
前
掲
『
大
津
事
件
―
ロ
シ
ア
皇
太

子
大
津
遭
難
―
』、
四
〇
頁
～
四
二
頁
を
参
照
。
他
方
、
露
国
皇

太
子
が
こ
の
饗
応
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
は
前
掲
『
最
後

の
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
日
記
』、
四
九
頁
～
五
五
頁
を

参
照
。

（
55
）　�

前
掲
『
臨
時
帝
室
編
修
局
史
料 

「
明
治
天
皇
紀
」
談
話
記
録
集
成
』

第
二
巻
、
九
四
頁
。

（
56
）　�

同
右
、
九
五
頁
～
九
六
頁
。

（
57
）　�

同
右
、
九
六
頁
～
九
七
頁
。

（
58
）　�

同
右
、
九
七
頁
～
九
九
頁
。

（
59
）　�

同
右
、
一
〇
〇
頁
～
一
〇
一
頁
。

（
60
）　�

同
右
、
一
〇
一
頁
。

（
61
）　�

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
大
正
大
学
文
学
部
教
授
）




